
1日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ※1８日目 ※1１５日目 　週目

Rp1 生理食塩液 50mL 15分 点滴 ※2● ● ● ●

Rp2 生理食塩液 500mL 300分 ※3点滴 ※4●

生理食塩液 50mL

デキサート注 19.8mg

Rp4 生理食塩液 100mL 60分 ※5点滴 ※4●

ガザイバ注 1000mg

生理食塩液 計250mL

Rp6 アロキシ点滴バッグ 0.75mg/50mL 30分 点滴 ●

トレアキシン注 90mg/m2

生理食塩液 250mL

Rp8 生理食塩液 50mL 15分 ※5点滴 ● ● ● ● ●

総投与時間

（併用薬）プレメディケーション

ガザイバ注のInfusion reaction対策として、ガザイバ注投与の30分～1時間前に、抗ヒスタミン薬（ポララミン錠2mg）、解熱鎮痛薬（カロナール400mg）の内服する
こと。
トレアキシン注投与60分前までにイメンドカプセル（2日目：125mg、3日目：80mg、4日目：80mg)を内服することが推奨される。

                                                                                                                        ※4…サイクル1初回のみ実施

● ●

投与スケジュール

1日目：サイクル1初回…6時間　サイクル1の2回目以降…3時間45分　　2日目： 1時間45分　　3日目：1時間30分　　8、15日目： 3時間45分

1サイクル期間 28日

総コース数 6コース

●

ガザイバ注の投与速度：

●

対象疾患・ステージ・適応外の有無
等

CD20陽性　濾胞性リンパ腫

本治療の位置づけ
未治療のCD20陽性濾胞性リンパ腫に対してガザイバと化学療法(CHOP療法、CVP療法またはベンダムスチン)との併用による有効性が検証(GALLIUM試験)さ
れ、またリツキシマブ治療抵抗性のCD20陽性低悪性度非ホジキンリンパ腫に対するガザイバとベンダムスチンの併用療法(G-B療法)の有効性も検証(GADOLIN
試験)されており、未治療およびリツキシマブ治療抵抗性の濾胞性リンパ腫に対する治療の選択肢の一つとしてG-B療法は位置付けられている。

治療内容

投与順 薬剤 投与量 時間 投与方法

下記参照 ※5点滴

Rp3 30分 ※5点滴 ※4●

診療科 血液内科 管理番号

レジメン名称 G-B療法

                                                                                                                        ※5…サイクル1初回のみ側管から投与

                                                                                                                        ※1…8日目・15日目投与はサイクル1のみ実施

                                                                                                                        ※3…メインから投与

サイクル1初回投与時…12mL/hから開始し、30分毎に12mL/hずつ上げて96mL/hまで（最大100mL/hまで）

サイクル1の2回目以降…25mL/hから開始し、30分毎に25mL/hずつ上げて100mL/hまで（最大100mL/hまで）

Rp5

●Rp7 60分 点滴

                                                                                                                        ※2…サイクル1初回投与日は実施なし


